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Calculated MW:147kD;Observed MW:160kD

TBC1D4

TBC1D4;AS160;KIAA0603;TBC1 domain family member 4;Akt substrate of 160 kDa;AS160
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。この遺伝子はTre-2/BUB2/CDC16ドメインファミリーのメンバーである。この遺伝子によってコードされるタンパク質はRab-GTPase活性化タンパク質であり、2つのリン酸化チロシン結合ドメイン（PTB1およびPTB2）、カルモジュリン結合ドメイン（CBD）、Rab-GTPaseドメイン、および複数のAKTリン酸化モチーフを含む。このタンパク質は、血流から骨格筋および脂肪組織へのグルコースの輸送に重要なグルコーストランスポーター4（GLUT4）のインスリン依存性輸送を制御することで、グルコース恒常性維持に重要な役割を果たすと考えられている。この遺伝子の発現が低下すると、細胞膜上のGLUT4レベルが上昇することから、このタンパク質は基底状態におけるGLUT4の細胞内保持に重要であることが示唆される。インスリンにさらされると、このタンパク質はリン酸化され、GLUT4小胞から解離し、細胞表面のGLUT4が増加し、グルコース輸送が促進されます。Ph
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HepG2全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをTBC1D4ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

